
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
学

び
を

考
え

る
際

に
大

切
な

要
素

は
「
健

康
」
「
希

望
を

持
つ

こ
と

」
「
家

庭
円

満
」
「
一

定
の

経

済
水

準
」
で

あ
る

こ
と

を
ま

ず
は

認
識

す
る

こ
と

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の

た
め

に
は

「
地

域
と

の
関

わ
り

合
い

」
が

ポ
イ

ン
ト

に
な

る
。

顔
と

名
前

が
分

か
り

合
え

る
地

域
に

な
る

と
よ

い
。

学
校

は
地

域
の

多
世

代
の

人
が

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
、

色
々

な
形

で
関

わ
っ

て

い
る

の
で

地
域

の
関

係
性

を
形

成
す

る
上

で
、

重
要

な
場

所
と

捉
え

る
こ

と
が

必
要

。

 
体

験
を

通
し

た
主

体
性

の
形

成
が

大
切

。
自

然
環

境
や

文
化

芸
術

を
始

め
、

長
久

手
の

豊
 

か
な

資
源

を
活

用
し

、
体

験
を

立
地

に
成

長
し

て
い

く
こ

と
が

大
切

。
そ

れ
と

併
せ

て
、

そ
う

し
 

た
環

境
を

周
り

の
大

人
が

受
け

入
れ

ら
れ

る
よ

う
私

た
ち

自
身

も
発

達
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

。
 

 
ど

の
グ

ル
ー

プ
も

重
要

点
と

し
て

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
」
を

育
ん

で
い

く
た

め
の

仕
組

み
を

作
っ

て
 

い
く
こ

と
を

共
通

認
識

と
し

て
挙

げ
て

い
る

こ
と

が
印

象
的

だ
っ

た
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
つ

な
が

り
を

作
る

・
深

め
る

」
と

い
う

事
が

主
題

と
し

て
浮

か
び

上
が

っ
た

。
そ

れ
を

支
え

る

要
素

と
し

て
「
地

域
」
「多

様
性

」
「生

き
が

い
を

見
つ

け
る

」
「
生

涯
学

習
」
の

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
学

校
を

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
場

と
し

て
活

用
、

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

・
障

が
い

を
持

っ
た

人
、

外
国

人
ま

で
広

く
関

わ
り

合
う

時
間

の
形

成
、

体
験

学
習

を
通

し
た

生
き

が
い

発
見

、
図

書
館

の

活
用

な
ど

。
 

 
今

後
10

年
間

の
教

育
に

関
す

る
ス

タ
ン

ス
と

し
て

「
子

ど
も

に
学

ぶ
自

由
を

」
「
大

人
が

子
ど

も
 

を
受

け
入

れ
る

」「
郷

土
愛

を
育

む
」
と

い
う

事
を

軸
に

話
し

合
い

を
行

っ
た

。
 

子
ど

も
に

対
し

て
は

外
に

出
て

行
く
、

社
会

に
向

け
た

教
育

が
大

切
。

ま
た

イ
ベ

ン
ト

等
を

通
し

 

て
親

に
向

け
た

教
育

と
そ

れ
ら

を
持

続
的

な
取

組
と

し
て

い
く
た

め
に

教
育

環
境

の
整

備
も

必
要

。
 

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

意
見

共
有

 

今
回

の
ま

と
め

 

「
計

画
」
と

は
多

く
の

人
に

と
っ

て
共

有
で

き
る

も
の

で
あ

る
こ

と
が

大
切

で
あ

り

の
グ

ル
ー

プ
の

意
見

も
共

有
で

き
る

部
分

が
あ

っ
た

。
 

そ
の

中
の

「
つ

な
が

り
」
に

つ
い

て

は
積

極
的

に
機

会
を

つ
く

る
こ

と
が

大
切

。
「
体

験
学

習
」
も

多
く

意
見

が
出

た
。

体
験

の
環

境
を

作
る

た
め

に
多

く
の

人
の

つ
な

が
り

が
必

要
に

な
り

、
先

の
意

見
と

連
動

し
て

く
る

。
計

画
で

は
、

そ
れ

ら
の

方
法

を
具

体
化

し
て

い
く

こ
と

に
な

る
の

で
、

今
後

も
皆

さ
ん

の

意
見

を
出

し
合

い
、

計
画

を
形

に
し

て
い

っ
て

ほ
し

い
。

 

 
最

後
に

長
久

手
市

教
育

振
興

基
本

計
画

策
定

委
員

会
に

て
委

員
長

を
務

め
て

い
る

愛
知

県
立

大
学

教
育

福
祉

学
部

「内
田

純
一

」教
授

に
会

を
通

し
て

の
ご

意
見

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。

  

学
び

を
考

え
る

際
に

大
切

な
要

素
は

「
健

康
」
「
希

望
を

持
つ

こ
と

」
「
家

庭
円

満
」
「
一

定
の

経

そ
の

た
め

に
は

「
地

域
と

の
関

わ
り

合
い

」
が

ポ
イ

ン
ト

に
な

る
。

顔
と

名
前

が
分

か
り

合
え

る
地

域
に

な
る

と
よ

い
。

学
校

は
地

域
の

多
世

代
の

人
が

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
、

色
々

な
形

で
関

わ
っ

て

い
る

の
で

地
域

の
関

係
性

を
形

成
す

る
上

で
、

重
要

な
場

所
と

捉
え

る
こ

と
が

必
要

。
 

「
つ

な
が

り
を

作
る

・
深

め
る

」
と

い
う

事
が

主
題

と
し

て
浮

か
び

上
が

っ
た

。
そ

れ
を

支
え

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

要
素

と
し

て
「
地

域
」
「多

様
性

」
「生

き
が

い
を

見
つ

け
る

」
「
生

涯
学

習
」
の

4
つ

が
挙

が
っ

た
。

 

学
校

を
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

場
と

し
て

活
用

、
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
・
障

が
い

を
持

っ
た

人
、

外
国

人
ま

で
広

く
関

わ
り

合
う

時
間

の
形

成
、

体
験

学
習

を
通

し
た

生
き

が
い

発
見

、
図

書
館

の

20
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長
久

手
市

役
所

会
議

室
棟
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室
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長
久

手
市

教
育

振
興

基
本

計
画

第
1
回

策
定

作
業

部
会

N
ew

s

長
久

手
市

で
は

、
広

く
「
教

育
」
に

関
す

る
計

画
で

あ
る

「
長

久
手

市
教

育
振

興
基

本
計

画
」

の
策

定
の

た
め

、
取

組
を

進
め

て
い

ま
す

。
 

そ
の

一
環

と
し

て
、

多
く

の
人

に
親

し
ん

で

い
た

だ
け

る
計

画
に

す
る

た
め

、
市

民
の

皆
さ

ん
と

一
緒

に
計

画
案

の
作

成
や

検
討

を
行

う

「
第

1
回

策
定

作
業

部
会

」
を

開
催

し
ま

し
た

。
 

当
日

は
、

「
10

年
後

の
長

久
手

の
教

育
」
を

テ
ー

マ
に

話
し

合
う

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
も

行
い

、

参
加

者
の

皆
さ

ん
が

熱
心

に
教

育
に

対
し

て

思
い

を
語

り
合

う
姿

が
印

象
的

で
し

た
。

 

「
計

画
」
と

は
多

く
の

人
に

と
っ

て
共

有
で

き
る

も
の

で
あ

る
こ

と
が

大
切

で
あ

り
、

今
回

、
ど

そ
の

中
の

「
つ

な
が

り
」
に

つ
い

て

積
極

的
に

機
会

を
つ

く
る

こ
と

が
大

切
。

「
体

験
学

習
」
も

多
く

意
見

が
出

た
。

体
験

の
環

境
を

作
る

た
め

に
多

く
の

人
の

つ
な

が
り

が
必

要
に

な
り

、
先

の
意

見
と

連
動

し
て

く
る

。
計

、
今

後
も

皆
さ

ん
の

貴
重

な

最
後

に
長

久
手

市
教

育
振

興
基

本
計

画
策

定
委

員
会

に
て

委
員

長
を

務
め

て
い

る
愛

知
県

立

大
学

教
育

福
祉

学
部

「内
田

純
一

」教
授

に
会

を
通

し
て

の
ご

意
見

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。
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1 
長

久
手

市
教

育
振

興
基

本

計
画

と
は

？
 

 2 
10

年
後

の
長

久
手

の
教

育

に
つ

い
て

考
え

る
グ

ル
ー

プ

ワ
ー

ク
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長
久

手
市

教
育

振
興

基
本

計
画

と
は

？
 

計
画
内
容

長
久

手
市

教
育

振
興

基
本

計
画

教
育
施
設
整
備

子
育

て

I
CT
教
育

充
実

学
校

と
地

域
の

連
携

文
化

・
芸

術
振

興

ス
ポ

ー
ツ

推
進

読
書
推
進

今
後

10
年

間
の

広
く

「
教

育
」

に
関

す
る

振
興

の
た

め
の

基
本

的
計

画

 
当

日
は

始
め

に
、

事
務

局
で

あ
る

教
育

総
務

課
か

ら
「
長

久
手

市

教
育

振
興

基
本

計
画

」
と

は
ど

の
よ

う
な

計
画

な
の

か
、

ま
た

、
な

ぜ
、

い
つ

ま
で

に
、

ど
の

よ
う

に
策

定
す

る
の

か
、

な
ど

計
画

の
概

要

に
つ

い
て

説
明

し
ま

し
た

。
 

 
こ

の
計

画
は

、
「
学

校
や

図
書

館
と

い
っ

た
教

育
施

設
の

整
備

」
や

「
学

校
と

地
域

の
皆

様
と

の
協

働
活

動
」
な

ど
に

係
る

内
容

を
始

め
、

「
子

育
て

支
援

」
に

関
す

る
事

「
文

化
・
芸

術
の

振
興

」
「
ス

ポ
ー

ツ
推

進
」
と

い
っ

た
生

涯
学

習
の

推
進

な
ど

、
今

後

育
」
に

関
す

る
振

興
の

た
め

の
基

本
的

計
画

と
な

り
ま

す
。

 

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
 

～
10

年
後

の
長

久
手

の
教

育
に

つ
い

て
考

え
る

～

 
今

回
は

第
1

回
目

の
開

催
な

の
で

、
参

加
者

の
皆

さ
ん

の
長

久
手

の
教

育
に

対
す

る
「
想

い
」
を

共
有

す
る

た
め

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
行

い
ま

し
た

。

 
「
長

久
手

市
の

皆
さ

ん
が

、
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

い
つ

ま
で

も
夢

や
生

き
が

い
を

持
っ

て
成

長

し
続

け
る

た
め

に
「や

っ
て

み
た

い
こ

と
」「

必
要

 
と

い
う

問
い

に
つ

い
て

、

し
て

の
考

え
を

模
造

紙
に

ま
と

め
ま

し
た

。

 
多

く
の

皆
さ

ん
が

初
対

面
で

し
た

が
、

皆
さ

ん
と

て
も

熱
心

に
想

い
を

話
し

合
い

、
会

場
は

大
変

に
ぎ

や
か

な
雰

囲
気

に
な

り
ま

し
た

。

当
日

は
始

め
に

、
事

務
局

で
あ

る
教

育
総

務
課

か
ら

「
長

久
手

市

教
育

振
興

基
本

計
画

」
と

は
ど

の
よ

う
な

計
画

な
の

か
、

ま
た

、
な

ぜ
、

い
つ

ま
で

に
、

ど
の

よ
う

に
策

定
す

る
の

か
、

な
ど

計
画

の
概

要

こ
の

計
画

は
、

「
学

校
や

図
書

館
と

い
っ

た
教

育
施

設
の

整
備

」
や

「
学

校
と

地
域

の
皆

様
と

の
協

働
活

動
」
な

ど
に

係
る

内
容

を
始

め
、

「
子

育
て

支
援

」
に

関
す

る
事

「
文

化
・
芸

術
の

振
興

」
「
ス

ポ
ー

ツ
推

進
」
と

い
っ

た
生

涯
学

習
の

推
進

な
ど

、
今

後
10

年
間

の
広

く
「
教

育
」
に

関
す

る
振

興
の

た
め

の
基

本
的

計
画

と
な

り
ま

す
。

 

策
定
方
法

事
務
局

（
教
育
総
務
課
）

教
育
振
興
基
本
計
画

策
定
委
員
会

答
申

諮
問 策

定
作
業
部
会

連
携

ヒ
ア

リ
ン

グ

意
見

ま
と
め

年
後

の
長

久
手

の
教

育
に

つ
い

て
考

え
る

～
 

回
目

の
開

催
な

の
で

、
参

加
者

の
皆

さ
ん

の
長

久
手

の
教

育
に

対
す

る
「
想

い
」
を

共
有

す
る

た
め

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
行

い
ま

し
た

。
 

長
久

手
市

の
皆

さ
ん

が
、

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
い

つ
ま

で
も

夢
や

生
き

が
い

を
持

っ
て

成
長

し
続

け
る

た
め

に
「や

っ
て

み
た

い
こ

と
」「

必
要

だ
と

思
う

こ
と

」は
何

で
す

か
？

 」
 

と
い

う
問

い
に

つ
い

て
、

4つ
の

グ
ル

ー
プ

に
分

か
れ

て
、

意
見

交
換

し
、

グ
ル

ー
プ

と

し
て

の
考

え
を

模
造

紙
に

ま
と

め
ま

し
た

。
 

多
く
の

皆
さ

ん
が

初
対

面
で

し
た

が
、

皆
さ

ん
と

て
も

熱
心

に
想

い
を

話
し

合
い

、
会

場
は

大
変

に
ぎ

や
か

な
雰

囲
気

に
な

り
ま

し
た

。
 

 
広

く
市

民
の

皆
さ

ん
の

ご
意

見
を

反
映

し
、

親

し
ま

れ
る

計
画

に
す

る
た

め
に

は
、

市
役

所
が

単

独
で

計
画

作
り

を
進

め
る

の
で

は
な

く
、

色
々

な

方
に

お
話

を
聞

き
、

市
民

の
皆

さ
ん

と
一

緒
に

計

画
を

作
り

上
げ

て
い

く
過

程
が

重
要

で
す

。
 

 
作

業
部

会
で

は
、

事
務

局
と

参
加

者
の

皆
さ

ん

と
が

一
丸

と
な

っ
て

、
長

久
手

市
の

教
育

が
よ

り

豊
か

に
な

る
計

画
の

策
定

を
目

指
し

ま
す

！
 

 
 



①
小

学
校

見
学

､体
験

研
修

②
保

育
園

･幼
稚

園
見

学
･体

験
研

修

③
小

中
情

報
交

換

出
退

勤
管

理
の

徹
底

IC
T
を

活
用

し
た

出
退

勤
管

理
の

徹
底

ア
ン

ケ
ー

ト
ア

ン
ケ

ー
ト

ア
ン

ケ
ー

ト

分
析

・
教

育
相

談
分

析
・
教

育
相

談
分

析
・
教

育
相

談

市
全

体
講

習
会

（
道

徳
）

各
校

講
習

会
見

直
し

各
校

講
習

会
見

直
し

Q
U

（
1
回

目
）

分
析

結
果

検
討

Q
U

（
2
回

目
）

分
析

結
果

検
討

訓
練

実
施

（
　

/
9
校

）
訓

練
実

施
（
　

/
9
校

）
訓

練
実

施
（
　

/
9
校

）

在
校

時
間

の
適

正
な

管
理

　
・
IC

T
を

活
用

し
た

出
退

勤
管

理
の

徹
底

在
校

時
間

が
月

8
0
時

間
を

超
過

し
て

い
る

教
員

の
割

合
小

学
校

1
5
%

中
学

校
3
5
%

【
H

2
9
年

度
4
月

～
1
月

実
績

】

4
ア

レ
ル

ギ
ー

対
応

食
の

誤
食

防
止

事
業

教
員

の
連

絡
不

足
に

よ
り

誤
食

が
1
件

発
生

し
た

た
め

ア
レ

ル
ギ

ー
誤

食
ゼ

ロ

学
期

に
1
回

誤
食

防
止

の
た

め
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

基
づ

く
訓

練
の

実
施

1
保

幼
小

中
連

携
事

業

2
勤

務
時

間
の

適
正

化
と

業
務

改
善

在
校

時
間

が
月

8
0
時

間
を

超
過

し
て

い
る

教
員

の
割

合
小

学
校

5
%
以

下
中

学
校

2
0
%
以

下

保
育

士
・
幼

稚
園

教
諭

・
小

学
校

教
諭

が
相

互
の

現
場

の
実

態
・
様

子
の

把
握

が
で

き
て

い
な

か
っ

た
。

平
成

３
０

年
度

教
育

総
務

課
事

業
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
表

事
業

名
目

標
実

施
項

目
進

捗
状

況
・
結

果
年

間
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
備

　
考

4
月

5
月

1
2
月

1
月

2
月

8
月

9
月

1
0
月

課
題

3
月

6
月

7
月

相
互

の
現

場
の

状
況

と
子

ど
も

の
様

子
を

把
握

す
る

た
め

、
①

小
学

校
見

学
・
体

験
研

修
を

年
1
回

実
施

す
る

。
②

保
育

園
見

学
・
体

験
研

修
を

年
1
回

実
施

す
る

。
③

小
中

情
報

交
換

を
年

1
回

実
施

す
る

。

①
保

育
園

・
幼

稚
園

教
諭

を
対

象
に

小
学

校
見

学
・
体

験
研

修
を

行
う

。

②
小

学
校

教
諭

を
対

象
に

保
育

園
見

学
・
体

験
研

修
を

行
う

。

③
小

中
特

別
支

援
担

当
を

対
象

に
小

６
の

情
報

交
換

の
た

め
の

会
議

を
行

う
。

1
1
月

3
児

童
生

徒
支

援
継

続
事

業

子
ど

も
の

変
容

に
対

す
る

気
づ

き
が

不
足

い
じ

め
ゼ

ロ

①
年

3
回

い
じ

め
ア

ン
ケ

ー
ト

、
教

育
相

談
を

実
施

す
る

。

②
普

段
か

ら
児

童
生

徒
の

変
化

を
見

る
目

を
養

う
た

め
、

年
2

回
各

校
研

修
会

を
実

施
す

る
。

③
年

2
回

Ｑ
Ｕ

調
査

を
実

施
す

る
。

　
・
要

支
援

群
３

０
人

を
目

指
す

。



平
成

３
０

年
度

教
育

総
務

課
事

業
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
表

事
業

名
目

標
実

施
項

目
進

捗
状

況
・
結

果
年

間
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
備

　
考

4
月

5
月

1
2
月

1
月

2
月

8
月

9
月

1
0
月

課
題

3
月

6
月

7
月

1
1
月

作
業

部
会

作
業

部
会

作
業

部
会

（
2
回

～
3
回

)

策
定

委
員

会
策

定
委

員
会

策
定

委
員

会

児
童

生
徒

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ･

保
護

者
ﾋ
ｱ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

大
学

生
･高

校
生

等
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

市
民

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ分

析

地
域

ﾋ
ｱ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト

―
教

育
振

興
基

本
計

画
の

策
定

教
育

振
興

に
関

す
る

計
画

が
な

い

平
成

3
1
年

3
月

末
ま

で
に

策
定

完
了

①
作

業
部

会
の

開
催

②
策

定
委

員
会

の
開

催
③

児
童

生
徒

ア
ン

ケ
ー

ト
及

び
保

護
者

ヒ
ア

リ
ン

グ
の

実
施

④
大

学
生

、
高

校
生

等
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
⑤

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

⑥
ア

ン
ケ

ー
ト

分
析

⑦
地

域
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
実

施
⑧

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
の

実
施

―
【
長

期
計

画
】

地
域

連
携

事
業

現
在

、
学

校
行

事
及

び
地

域
行

事
を

協
働

し
て

行
う

こ
と

が
不

十
分

で
あ

っ
た

。

H
3
1
年

度
ま

で
に

地
域

協
働

推
進

事
業

本
部

の
立

ち
上

げ
（
長

小
校

区
）

①
地

域
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

を
配

置
し

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

現
状

把
握

を
す

る
。

②
学

校
が

必
要

と
す

る
ボ

ラ
と

学
校

支
援

を
し

て
い

た
だ

け
る

ボ
ラ

団
体

の
調

整
を

行
い

地
域

協
働

本
部

を
立

ち
上

げ
る

基
礎

を
つ

く
る

。
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